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◆そこが知りたい（一般質問）  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５ページ
 
◆委員会研修レポート  ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１４ページ
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九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な

る
水
野
照
夫
氏
の
任
命
同
意
が
提

出
さ
れ
、
議
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
、
十
月
一
日
付
で
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

（
氏
名
）

　
　

水
野
照
夫

（
住
所
）

御
嵩
町
御
嵩
一
八
二
二
番
地
の
三

五（
生
年
月
日
）

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日

�▽
平
成
十
四
年
度
御
嵩
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　

県
単
土
地
改
良
事
業
、
本
郷
地

内
遺
跡
調
査
、
共
和
台
地
内
道
路

改
良
に
係
る
水
道
移
転
工
事
、
顔

戸
橋
橋
梁
維
持
工
事
、
城
町
地
内

排
水
維
持
工
事
、
公
営
住
宅
ス

ト
ッ
ク
総
合
活
用
計
画
策
定
委
託

料
な
ど
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、

三
千
七
百
一
万
二
千
円
を
追
加
し
、

総
額
で
六
十
億
百
五
十
一
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

他
に
審
議
さ
れ
た
補
正
予
算
は

次
の
と
お
り
。

補
正
予
算

　

平
成
十
四
年
第
三
回
定
例
会
は
九
月
十
日
に
開
会
し
、
二
十

七
日
ま
で
の
十
八
日
間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

提
出
案
件
は
、
平
成
十
四
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の

補
正
予
算
を
始
め
、
教
育
委
員
会
委
員
の
同
意
案
件
や
平
成
十

三
年
度
決
算
認
定
、
議
員
発
議
に
よ
る
市
町
村
合
併
協
議
会
設

立
の
実
現
に
関
す
る
決
議
、
御
嵩
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
、
計
二
十
四
件
上
程
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

��������������
��������������
��������������
��������������
第第33回回定定例例会会
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▽
平
成
十
四
年
度
御
嵩
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）

▽
平
成
十
四
年
度
御
嵩
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

�▽
御
嵩
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正

　

議
員
発
議
に
よ
り
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
、
議
員
定
数
が

十
八
人
か
ら
十
五
人
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
五
年
一
月
一
日
の
条
例
施

行
日
以
後
告
示
さ
れ
る
一
般
選
挙

か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

▽
御
嵩
町
国
民
年
金
印
紙
購
入
基

金
条
例
の
廃
止

　

今
後
の
収
納
業
務
が
社
会
保
険

庁
で
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た

め
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

▽
御
嵩
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ

り
、
被
保
険
者
の
一
部
負
担
金
が
、

区
分
に
応
じ
た
負
担
割
合
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

▽
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合
規
約
の
一
部
改
正

　

組
合
へ
の
加
入
団
体
の
名
称
変

更
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

条　
　

例

教
育
委
員
会
委
員
に

水
野
照
夫
氏
が
再
任

○合併協議会実現へ決議
○議員定数１８人から１５人へ
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�▽
御
嵩
町
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
法

人
の
町
民
税
に
関
す
る
改
正
が
あ

り
ま
し
た
。

�▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

①
〈
契
約
の
目
的
〉

　

古
屋
敷
地
区
面
整
備
（
第
一
工

区
）
工
事
（
古
屋
敷
北
自
治
会
の

一
部
を
下
水
道
整
備
す
る
も
の
で

す
。）

〈
契
約
金
額
〉

　

七
千
四
百
八
十
六
万
五
千
円

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　

御
嵩
町
中
七
一
九
番
地
の
一

山
口
建
設
株
式
会
社

②
〈
契
約
の
目
的
〉

　

古
屋
敷
地
区
面
整
備
（
第
二
工

区
）
工
事
（
古
屋
敷
北
自
治
会
の

一
部
を
下
水
道
整
備
す
る
も
の
で

す
。）

〈
契
約
金
額
〉

　

八
千
二
百
五
十
三
万
円

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　

御
嵩
町
中
二
五
一
〇
番
地
の
一

株
式
会
社
纐
纈
建
設

③
〈
契
約
の
目
的
〉

　

城
町
地
区
面
整
備（
第
一
工
区
）

工
事
（
城
町
自
治
会
の
一
部
を
下

水
道
整
備
す
る
も
の
で
す
。）

専
決
処
分
の
承
認

そ
の
他
の
議
案

〈
契
約
金
額
〉

　

五
千
五
百
四
十
四
万
円

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　

御
嵩
町
比
衣
四
三
三
番
地

株
式
会
社
御
嵩
重
機
建
設

▽
町
道
の
路
線
廃
止

　

町
道
中
十
一
号
線
が
路
線
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
旧
長

楽
荘
」
へ
の
進
入
路
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
井
尻

地
区
へ
移
転
後
に
閉
鎖
さ
れ
た
た

め
、
今
回
路
線
廃
止
と
な
り
ま
し

た
。

�▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

へ
の
支
援
と
助
成
の
要
請

▽
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

法
（
仮
称
）
を
制
定
す
る
よ
う
政

府
に
対
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求

め
る
請
願

▽
地
方
財
源
の
充
実
確
保
に
関
す

る
意
見
書

�▽
現
金
出
納
検
査
結
果
報
告

　

平
成
十
四
年
五
月
か
ら
七
月
分

ま
で
を
検
査
し
た
結
果
、
検
査
し

た
範
囲
内
に
お
い
て
正
確
で
あ
っ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
報
告

監
査
委
員
報
告

決　　　議

　市町村合併については、平成１１年地方分権の推進を図るための法律と共に市町村合併

に対する各種施策が打ち出され、各地域で活発に市町村合併が論じられるようになりま

した。

　市町村合併は、地方分権の推進、少子高齢化対策及び環境問題等に対応し、行財政基

盤の効率化を図りながら、適正規模の自治体への再編を必要としています。

　平成１７年３月という市町村の合併の特例に関する法律に規定する期限がある中で、日

常生活において結びつきが強い地域としての可児市郡の合併については、自然の成り行

きと考えます。また、市町村合併は、住民の総意が前提ではありますが、住民と行政が

十分かつ円滑な協議を行うことができる場の設置について、行政と議会の合意の下で積

極的な行動と指導力が必要であります。

　ここに、可児市、御嵩町、兼山町の市町村合併協議会設置を実現するため、行政と議

会が一致団結して積極的な活動を展開していくことをここに決議する。　

平成１４年９月１３日

御　嵩　町　議　会

「市町村合併協議会設立の実現に関する決議」



みたけ議会だより（平成１４年１１月１５日） ―４―

一般会計・特別会計歳入歳出決算総括表 単位：円

決　　　議

　９・１１、アメリカ同時多発テロから１年、各種報道に接するに当り、我々は新たなる
怒り、悲しみを再認識しております。テロ行為は理由の如何を問わず許されるものでは
ありません。罪もなく罰せられた被害者の無念や、悲しみにくれる家族の心情を思う時、
ご冥福をお祈りすると共にテロ行為に対する怒りを持ち続けることを誓わざるを得ま
せん。
　御嵩町では、平成８年１０月３０日夕、柳川町長が帰宅途中暴漢に襲われる異常ともいえ
るテロ事件がおきております。これは、自治体の長を狙った殺人未遂事件であり、民主
主義への挑戦であり、当時の御嵩町民の怒りは筆舌につくし難いものがあります。
　しかしながら、関係者の必死の捜査にも拘らず、未だ事件の解決には至っておりませ
ん。このような悪質なテロは、地方自治の根幹を揺るがしかねない行為であることは改
めて述べるまでもありません。法治国家日本に於いて、このような事件が未解決である
事は、看過できる事でなく、又、こうした憎むべき犯罪への抑止力は犯人の検挙以外に
ないと考えます。
　ここに、柳川御嵩町長襲撃事件の早期解決を望み、関係者の捜査に一層のご尽力を賜
わりたく要望することを決議する。

平成１４年９月２７日
御　嵩　町　議　会

「御嵩町長襲撃事件の早期解決に関する決議」

差　引　額歳　出　合　計歳　入　合　計区　　　分

３７５,４４４,８７２６,０６３,４０７,８３９６,４３８,８５２,７１１一般会計

１２１,３６４,２３４４,９１４,７９８,１５２５,０３６,１６２,３８６特別会計

７５,９８０,９９２１,３１４,１９４,８０１１,３９０,１７５,７９３国民健康保険特別会計

内　

訳

１９,０４４,７８９１,６９８,８８２,３２１１,７１７,９２７,１１０老人保健特別会計

１５,９４６,０８４５９４,４９９,５２３６１０,４４５,６０７介護保険特別会計

２,６８５,７２０２３,１３９,４２２２５,８２５,１４２簡易水道特別会計

７,７０６,６４９１,２８４,０８２,０８５１,２９１,７８８,７３４下水道特別会計

４９６,８０９,１０６１０,９７８,２０５,９９１１１,４７５,０１５,０９７合　　　　　計

損益収支支出（事業費用）収入（事業収益）区　　分

２７,１６６,９０１５６８,２３４,１５１５４１,０６７,２５０損益計算

平成１３年度水道事業会計決算表 単位：円
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平
成
十
三
年
度
決
算
認
定

　

平
成
十
三
年
度
の
一
般
会
計
及
び
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
は
、

所
管
の
各
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
予
算
の
執
行
状
況
等
に
つ

い
て
詳
し
く
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
会
計
の
決
算
は

「
認
定
す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。
各
会
計
決
算
額
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。
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一般
質問そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ こここここここここここここここここここここここここここここここここ ががががががががががががががががががががががががががががががががが 知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知 りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

一般質問は、９月１２・１３日に行われ８名の議員が活発な質問をしました。

１　木下四郎議員 …………………………… ６ページ 
　○医療改正について
　○介護保険料について
　○町村合併について

２　梅原　勇議員 …………………………… ７ページ
　○住民基本台帳ネットワークシステムの施行について

３　大沢まり子議員 ………………………… ８ページ
　○学校図書館の整備充実について

４　岡本隆子議員 …………………………… ９ページ
　○超深地層研究所に関連した電源三法交付金の申請は
　○障害者支援費制度への対応は
　

５　鈴木元八議員 …………………………… 10 ページ
　○公共工事（事業）における国、県との協調関係は十
　　分図られているか

６　鍵谷　一議員 …………………………… 11 ページ
　○障害者の施設に係わること
　○学校給食の食材に係わること

７　佐谷時繁議員 …………………………… 12 ページ
　○名鉄御嵩駅周辺の整備を
　○町営住宅の統合及び整備を

８　渡辺公夫議員 …………………………… 13 ページ
　○市町村合併について
　○執行部局の意思統一について
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平
成
十
四
年
十
月
八
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、

岐
阜
県
町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る
自
治
功
労
者
の
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
御
嵩
町
議
会
か
ら
は
、
安
藤
英
男
議
員
が
、
特
別

表
彰
（
在
職
二
十
五
年
以
上
）
と
い
う
輝
か
し
い
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
益
々
、
町
政
発
展
の
た
め
の
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

安
藤
英
男
議
員

自
治
功
労
者
表
彰
受
賞
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一
般
質
問

�
　　

来
年
四
月
か
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

等
の
医
療
費
本
人
負
担
を
三
割
に
、

そ
し
て
十
月
か
ら
、
高
齢
者
の
窓

口
負
担
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
今
度
の
医
療
費
改
正
は
一

言
で
い
う
と
、
老
い
も
若
き
も
あ

ら
ゆ
る
人
に
負
担
を
か
け
る
と
い

問問
医
療
改
正
に
つ
い
て

う
事
で
あ
り
ま
す
。
来
年
度
予
算

の
中
で
助
成
や
減
免
等
々
、
予
算

計
上
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�
　

医
療
問
題
に
つ
い
て
、
私
の
基

本
的
な
認
識
を
申
し
あ
げ
た
い
。

答答
　
　
　
　
【
柳
川　

町
長
】

医
療
費
な
ど
の
社
会
保
障
費
が
、

こ
の
と
こ
ろ
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
ご

指
摘
の
と
お
り
カ
ッ
ト
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
分
か
り
や
す

く
言
い
ま
す
と
長
年
に
わ
た
る
政

府
の
い
わ
ゆ
る
放
漫
と
も
い
う
べ

き
財
政
の
ツ
ケ
が
現
在
に
回
っ
て

き
て
い
る
。
赤
字
財
政
の
ツ
ケ
を

社
会
保
障
に
ま
わ
し
て
い
る
と
い

う
、
こ
の
傾
向
は
否
定
は
と
て
も

で
き
ま
せ
ん
。
憂
慮
す
べ
き
こ
と

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
建
前
と
し
て
は
、

保
険
で
あ
り
ま
す
。
保
険
と
い
う

も
の
に
安
易
に
税
金
を
ぶ
ち
込
む

と
い
う
事
が
、
果
た
し
て
良
い
事

な
の
か
ど
う
か
、
こ
う
い
っ
た
原

則
論
が
ご
ざ
い
ま
す
。

�
　

介
護
保
険
の
事
業
計
画
の
策
定

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か

�
　

策
定
状
況
は
、
昨
年
末
ま
で
に

一
般
高
齢
者
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
、
介
護
福
祉
施
設
の

入
所
者
の
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
終
了
し
ま
し
て
、
平
成
十
四

年
三
月
二
十
九
日
に
第
一
回
策
定

問問
介
護
保
険
に
つ
い
て

答答
【
永
瀬　

民
生
担
当
参
事
】

委
員
会
を
行
い
、
次
は
八
月
一
日

に
事
業
の
現
状
と
課
題
と
い
う
よ

う
な
こ
と
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

十
月
中
旬
、
こ
れ
は
予
定
で
あ
り

ま
す
が
、
第
三
回
目
を
行
い
た
い
。

第
四
回
目
に
つ
い
て
は
、
十
五
年

一
月
中
旬
。
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て

十
五
年
以
降
の
介
護
保
険
料
の
決

定
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

�
　

自
治
体
基
本
条
例
の
制
定
、
住

民
投
票
の
常
設
型
を
一
つ
視
野
に

入
れ
て
は
ど
う
か
。

�
　

合
併
は
も
と
よ
り
、
前
か
ら
申

し
て
い
る
よ
う
に
最
大
に
尊
重
さ

れ
る
べ
き
は
民
意
で
あ
り
、
例
え

ば
、
合
併
の
話
が
詰
ま
っ
て
き
た

場
合
に
い
ろ
ん
な
条
件
が
出
て
き

ま
す
。
そ
う
い
う
場
合
、
そ
の
情

報
は
す
べ
て
公
開
す
る
と
い
う
こ

と
を
重
ね
が
さ
ね
申
し
て
お
り
ま

す
。
十
分
な
情
報
を
町
民
に
提
示

し
て
、
い
よ
い
よ
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
、
私
は
住
民
投
票
あ
り
得

る
べ
し
と
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て

お
り
ま
す
。

問問
町
村
合
併
は
、
ど
こ
で
民

意
を
と
っ
て
い
く
か

答答

【
柳
川　

町
長
】

議　員

木　

下　

四　

郎

病院の窓口
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一
般
質
問

リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、
保

護
に
当
た
り
ま
す
。

�③
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
は
公
開
の
対
象
に

し
ま
す
。

⑤
住
基
カ
ー
ド
の
運
用
方
法
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
議
会
と
も
よ
く
議
論

を
し
て
対
処
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

⑥
九
月
十
一
日
現
在
、
何
ら
か
の
理

由
で
約
二
百
五
十
通
が
未
配
達
で
す
。

今
後
も
配
達
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
数
人
の
方
が
受
け
取
り
拒
否

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

答答
今
後
の
方
針
は
議
会
と
も

相
談
す
る

【
永
瀬　

民
生
担
当
参
事
】

住基ネット運用のスケジュール
02年８月　　　　　　　　03年８月

５日第１次稼働

住住
基基
ネネ
ッッ
トト

不不
安安
のの
稼稼
働働

�
　
　
　
　

す
べ
て
の
国
民
に
背
番
号

を
振
り
、
住
民
票
の
情
報
を
全
国
的

な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
ぐ
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
が
八
月
五
日
に
施

行
さ
れ
、
運
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

行
政
の
効
率
が
あ
が
り
、
国
民
も
便

利
に
な
る
と
政
府
は
い
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
個
人
情
報
が
漏
れ
た
り
、

国
に
よ
る
管
理
が
強
化
さ
れ
た
り
す

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
よ
う

問問
　

な
不
安
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
の
施
行

で
す
。

　

事
実
上
、
立
法
で
の
凍
結
の
道
が

ふ
さ
が
れ
た
現
状
で
の
御
嵩
町
の
住

基
ネ
ッ
ト
参
加
は
、
や
む
な
し
と
理

解
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
は
い
ろ

い
ろ
な
懸
念
か
ら
接
続
を
見
合
わ
せ

た
り
、
接
続
は
個
人
に
委
ね
た
り
す

る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

住
基
ネ
ッ
ト
施
行
と
セ
ッ
ト
で
あ
る

べ
き
個
人
情
報
保
護
法
案
が
ま
だ
成

立
し
て
い
な
い
現
状
の
不
安
か
ら
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
入
力
す
る
情
報
が

増
大
す
る
な
か
で
、
町
民
の
個
人
情

報
が
正
し
く
守
っ
て
い
け
る
の
か
、

ま
た
町
民
の
不
安
を
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
で
解
消
さ
れ
る
の
か
質
問
致

し
ま
す
。

①
情
報
漏
洩
が
発
覚
し
た
場
合
、
ど

う
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る
の
か
。

②
国
の
個
人
情
報
保
護
法
の
未
整
備

を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
国

の
法
律
よ
り
も
厳
し
く
町
民
の
安
全

と
安
心
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
条

例
を
策
定
す
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

③
御
嵩
町
で
は
情
報
公
開
条
例
が
制

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ア
ク
セ

ス
ロ
グ
を
公
開
の
対
象
に
さ
れ

ま
す
か
。

④
内
部
職
員
や
業
務
委
託
先
か

ら
の
漏
洩
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
町
独
自
の
安
全
保
持
規
定
を

つ
く
る
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

⑤
来
年
八
月
導
入
予
定
の
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
は
、
ど
の

よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
向
き
合
っ

て
い
か
れ
る
の
か
。

⑥
八
月
十
六
日
よ
り
住
民
票

コ
ー
ド
が
各
町
民
に
郵
送
さ
れ

て
い
る
の
で
す
が
、
今
日
（
九

月
十
二
日
）
現
在
で
未
配
達
は

何
通
ぐ
ら
い
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

�
　

住
基
ネ
ッ
ト
は
何
を
目
指
し
て
い

る
の
か
理
念
が
み
え
ま
せ
ん
が
、
法

制
度
上
、
責
任
を
負
わ
さ
れ
た
町
と

し
て
は
最
大
の
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

①
重
大
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
場

合
、
切
断
あ
る
い
は
離
脱
を
考
え
て

い
ま
す
。

②
事
例
を
よ
く
見
て
、
必
要
が
あ
れ

ば
条
例
な
ど
を
考
え
た
い
。

④
現
在
、
規
定
づ
く
り
を
急
い
で
い

ま
す
。
ま
た
、
電
算
室
へ
の
出
入
口

に
指
紋
で
本
人
を
特
定
す
る
セ
キ
ュ

答答
安
全
に
は
万
全
の
配
慮

【
柳
川　

町
長
】

中旬
・住民票コードの配布
・不動産鑑定士の登録など
　の際、住民票写しの提出
　省略
　　（準備完了次第）

第２次稼働
住基カード交付
・住民票打つし広域交付
・転入転出の手続き簡略化
・住基カード空き領域を利
　用した市町村の独自利用
　の開始

議　員

梅　

原　
　
　

勇



みたけ議会だより（平成１４年１１月１５日） ―８―

一
般
質
問

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充充
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
ををををををををををををををををををををををををををををををををを

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

議　員

大　

沢　

ま
り
子

�
　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も

た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
興
味
に
こ
た

え
得
る
図
書
・
蔵
書
の
充
実
・
整

備
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。

図
書
標
準
に
対
し
、
町
内
の
各
小

中
学
校
の
蔵
書
数
と
図
書
館
利
用

者
の
実
態
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
国
が
五
カ
年
計
画
で
予
算

化
し
て
い
る
図
書
整
備
費
を
、
当

町
で
は
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
か
。

　

学
校
図
書
館
の
蔵
書
の
実
態

を
み
ま
す
と
、
図
書
標
準
を
達
成

し
て
い
な
い
学
校
が
二
校
あ
り

ま
し
た
。
向
陽
中
学
校
と
共
和

中
学
校
で
す
。
図
書
購
入
費
は

毎
年
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
す
す
め
て
い
ま
す

が
、
次
年
度
以
降
は
図
書
購
入
と

い
う
も
の
を
明
確
に
位
置
付
け

て
未
達
成
校
を
解
消
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問
学
校
図
書
館
を
充
実
し
整

備
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
が
い
つ
で
も
気
軽

に
良
書
に
ふ
れ
る
機
会
を
増
や
す

た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
補

助
員
を
配
置
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
。

�
　

今
年
度
、
緊
急
雇
用
対
象
の
先

生
も
含
め
、
五
名
の
先
生
が
各
学

校
で
、
個
に
応
じ
る
指
導
、
少
人

数
指
導
、
図
書
館
活
動
の
支
援
、

指
導
す
る
役
割
な
ど
、
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
専
任

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

専
任
職
員
の
配
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
条
件
が
整
え
ば
大
変
結
構
な

こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
引
き
続
き
検
討
課
題
と
し
て
ま

い
り
た
い
。

�
　

来
年
度
よ
り
、
十
二
学
級
以
上

の
学
校
で
は
、
必
ず
図
書
司
書
を

配
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
内
で
は
、
御
嵩
小
、

答答
専
任
職
員
の
配
置
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん　

【
只
腰　

教
育
長
】

問問
学
校
図
書
館
の
運
営
、
活
用

の
中
心
的
役
割
を
担
う
司
書

教
諭
の
配
置
に
つ
い
て

伏
見
小
、
向
陽
中
が
義
務
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
司
書

教
諭
の
発
令
を
受
け
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
先
生
は
お
ら
れ
ま
す
か
。

来
年
度
の
図
書
司
書
の
配
置
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
か
れ
ま
す
か
。

�
　

本
町
で
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
き

ま
し
て
本
年
度
末
の
人
事
異
動
に

お
い
て
配
置
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
各
学
校
長

は
図
書
活
動
が
一
層
進
行
し
て
い

く
よ
う
な
形
で
取
り
組
む
人
事
配

置
を
や
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
、
し
ば
ら
く
見
守
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

御
嵩
町
で
本
年
度
ま
で
に
学
校

図
書
司
書
の
免
許
を
取
得
し
て
い

る
先
生
は
七
名
で
す
。
今
後
も
、

機
会
あ
る
ご
と
に
読
書
活
動
の
推

進
に
つ
い
て
力
を
合
わ
せ
、
高

ま
っ
て
い
く
努
力
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

�
　

家
庭
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、

親
子
の
読
み
聞
か
せ
の
重
要
性
の

普
及
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

答答

【
只
腰　

教
育
長
】

問問
国
の
基
本
計
画
に
う
た
わ

れ
て
い
る
「
家
庭
、
地
域
、

学
校
を
通
し
た
読
書
に
親

し
む
機
会
の
提
供
」
に
つ

い
て

一
度
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
と

し
て
絵
本
の
贈
呈
を
要
望
い
た
し

ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
四
月
二
十
三
日
の
「
子
ど
も
読

書
の
日
」
を
中
心
と
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
高
校
生
に
よ
る
読
み
聞

か
せ
や
読
書
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
実

施
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

学
校
に
お
い
て
は
読
書
習
慣
の

確
立
に
む
け
、
朝
の
読
書
の
拡
大

充
実
を
求
め
る
も
の
で
す
が
、
い

か
が
お
考
え
で
す
か
。

�
　

当
町
で
は
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
と
し
て
、
一
才
半
健
診
時
の
読

み
聞
か
せ
と
良
書
の
紹
介
を
平
成

十
年
よ
り
行
っ
て
お
り
、
今
後
も

引
き
続
き
、
本
を
通
し
た
親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性

と
中
山
道
み
た
け
館
の
活
用
を
広

く
訴
え
て
い
き
た
い
。
絵
本
の
贈

呈
は
、
い
ま
一
度
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

高
校
生
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
と

読
書
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
は

今
後
、
研
究
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

学
校
の
読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の
取
り
組
み

が
徐
々
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
の
で

今
後
も
推
進
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。 答答

【
野
村　

教
育
担
当
参
事
】

答答
図
書
標
準
未
達
成
校
の
解
消

を
し
て
い
き
た
い

【
野
村　

教
育
担
当
参
事
】

問問
学
校
図
書
館
に
専
任
の
職

員
を
配
置
し
て
は
ど
う
か
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こ
れ
ま
で
原
子
力
計
画
に
だ
け

交
付
さ
れ
て
い
た
電
源
立
地
交
付

金
が
、
今
年
初
め
て
瑞
浪
市
の
超

深
地
層
研
究
所
に
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
交
付
金

は
瑞
浪
市
の
隣
接
九
自
治
体
に
も

申
請
す
れ
ば
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
第
一
回
定
例
会
の
一
般
質

問
で
、
こ
の
交
付
金
に
ど
う
対
処

す
る
の
か
町
長
に
伺
っ
た
と
こ
ろ

「
ま
ん
じ
ゅ
う
は
食
い
た
い
。
さ
れ

ど
毒
ま
ん
じ
ゅ
う
で
は
…
。」
と
い

う
ご
答
弁
で
し
た
。
さ
ら
に
「
公
式

な
通
知
が
ま
だ
届
い
て
お
ら
ず
新

聞
程
度
の
知
識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
私
の
一
存
で
簡
単
に
決
め

る
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
議
会
の

問問
瑞
浪
市
の
超
深
地
層
研
究

所
に
か
か
わ
る
交
付
金
の

申
請
は

人
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
と
も

に
考
え
て
ま
い
り
た
い
。」
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
先
日
の
全

員
協
議
会
で
、
職
員
か
ら
申
請
す

る
方
向
で
考
え
て
い
く
と
い
う
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
町
長
は
こ
の

毒
、
つ
ま
り
危
険
性
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

�
　

核
廃
棄
物
の
研
究
所
で
あ
り
、

核
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
と
、
将

来
処
分
場
に
し
な
い
こ
と
は
政
府

も
県
も
瑞
浪
市
も
確
認
し
あ
い
文

書
で
約
束
し
て
い
ま
す
が
、
申
請

に
つ
い
て
は
ま
だ
決
め
て
お
り
ま

せ
ん
。
事
実
関
係
の
確
認
、
調
査

な
ど
確
認
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
今
の
と
こ
ろ
わ
か
っ
て

い
る
の
は
、
研
究
所
に
放
射
性
廃

棄
物
を
持
ち
込
ま
ず
、
将
来
も
処

分
場
に
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、

政
府
、
国
、
県
が
確
認
し
あ
い
文

書
で
約
束
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ

を
頭
か
ら
信
用
で
き
な
い
と
は
言

い
に
く
い
。

　

も
う
一
つ
わ
か
っ
た
こ
と
は
、

も
ら
っ
て
も
法
的
な
義
務
が
生
ず

る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

で
、
以
後
毒
入
り
だ
と
わ
か
っ
た

り
、
や
め
て
お
い
た
方
が
い
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
れ
ば
い
つ
で
も

撤
退
し
ま
す
。

答答
現
在
、
事
実
関
係
の
確
認
・

調
査
中　

【
柳
川　

町
長
】

�
　

来
年
四
月
よ
り
、
障
害
者
福
祉

を
利
用
す
る
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
民
間
業
者
と
障
害
者
が

直
接
契
約
を
結
ぶ
支
援
費
制
度
が

導
入
さ
れ
ま
す
。

①
こ
の
制
度
の
手
続
き
が
十
月
か

ら
町
の
窓
口
で
始
ま
り
ま
す
。
関

係
者
へ
の
早
急
な
説
明
が
必
要
で

す
が
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
。

②
支
援
費
制
度
の
対
象
者
は
御
嵩

町
で
は
何
人
で
す
か
。

③
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
り
ま
せ
ん
か
。

④
利
用
料
の
値
上
げ
に
つ
な
が
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

⑤
制
度
の
変
更
に
よ
り
、
個
々
の

契
約
行
為
に
行
政
が
介
入
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
障
害
者
や
親
が
困
っ

た
時
の
相
談
窓
口
や
苦
情
窓
口
が

必
要
と
考
え
ま
す
が
、
い
か
が
で

す
か
。

⑥
研
修
な
ど
の
積
み
重
ね
で
職
員

が
専
門
的
知
識
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
も
、
三
年
く
ら
い
で
異
動

し
て
し
ま
う
。
障
害
者
施
設
が
完

問問
来
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

障
害
書
支
援
費
制
度
へ
の
対

応
は

成
す
る
ま
で
は
一
緒
に
勉
強
会
な

ど
行
っ
て
い
る
の
で
、
異
動
の
な

い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

�①
「
こ
と
ば
の
教
室
」
を
対
象
と

し
て
説
明
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
た
ん
ぽ
ぽ
会
、
身
障
協
会

で
も
説
明
会
を
開
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
知
的
障
害
児
（
者
）
で
、
八
十

三
名
、
身
体
障
害
者
で
二
百
五
十

六
名
で
す
。

③
④
問
題
点
も
多
々
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
が
、
円
滑
な
実
施
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
現
在
の
福
祉
課
で
窓
口
の
対
応

を
て
い
き
た
い
で
す
。
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
制
度
も
あ
る
の
で
、
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

⑥
三
年
も
た
て
ば
専
門
的
な
技
術

が
身
に
付
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

異
動
に
つ
い
て
は
人
事
課
に
要
望

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

答答
【
永
瀬　

民
生
担
当
参
事
】

議　員

岡　

本　

隆　

子

����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����
����

障
害
者
支
援
費
制
度
の
対
応
は
？

瑞浪超深地層研究所予定地

電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三三法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？
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行
政
庁
は
、
原
則
と
し

て
相
互
に
上
下
、
ま
た
は
対
等
の

関
係
に
立
ち
つ
つ
、
全
体
が
一
体

と
な
っ
て
行
政
目
的
の
統
一
的
遂

行
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
り
、
国
、
県
の
指
揮
、
監

督
を
始
め
と
し
、
指
揮
権
、
監
督

権
、
許
認
可
権
等
が
あ
り
、
町
の

自
由
裁
量
に
属
す
る
権
限
の
行
使

に
つ
い
て
も
、
国
や
県
は
も
の
を

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ら
ば
御

嵩
町
は
こ
う
し
た
国
や
県
の
事
業

に
つ
い
て
も
っ
と
前
向
き
に
、
町

民
の
立
場
に
立
っ
て
、
執
行
部
は

努
力
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

問問
　

う
か
。

　

平
成
八
年
二
月
、
赤
坂
、
若
宮

自
治
会
か
ら
請
願
さ
れ
た
防
災
道

路
建
設
に
関
す
る
要
望
は
、
町
の

努
力
に
よ
っ
て
谷
山
か
ら
軍
人
墓

地
の
区
間
が
完
成
し
、
現
在
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
請

願
を
出
し
た
翌
年
、
県
営
事
業
と

し
て
谷
山
池
の
全
面
改
良
工
事
を

実
施
す
る
こ
と
が
町
よ
り
発
表
さ

れ
、
工
事
に
関
す
る
資
材
運
搬
道

路
と
し
て
そ
の
防
災
道
路
計
画
を

含
み
、
栢
森
地
内
、
国
道
二
十
一

号
線
、
歩
道
橋
付
近
へ
接
続
す
る

計
画
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。
早

急
に
整
備
し
、
地
元
の
皆
様
方
に

迷
惑
が
か
か
ら
ぬ
よ
う
工
事
関
係

の
方
々
が
説
明
さ
れ
、
御
嵩
地
区

議
員
会
も
ル
ー
ト
の
調
査
研
究
を

し
、
今
日
ま
で
そ
の
完
成
を
待
っ

て
い
ま
し
た
が
、
谷
山
池
の
改
良

工
事
は
平
成
十
五
年
度
で
終
了
と

な
る
予
定
で
、
資
材
運
搬
道
路
整

備
計
画
は
ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。　
　

　

ま
た
、
今
年
度
中
に
谷
山
池
の

堆
積
土
砂
一
五
〇
〇
立
方
メ
ー
ト

ル
、
大
型
ダ
ン
プ
で
、
二
五
〇
杯

分
の
土
砂
を
搬
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
、
地
元
に
急
に
協
力

を
願
い
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。
防
災
面
で
の
土
砂
搬
出

と
い
っ
て
も
数
年
前
に
資
材
運
搬

道
路
の
計
画
を
発
表
し
て
お
き
な

が
ら
、
完
成
し
な
い
ま
ま
、
現
状

の
狭
い
町
道
を
通
行
し
て
搬
出
す

る
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
町

民
の
生
活
道
路
で
あ
り
通
学
路
の

一
部
で
も
あ
り
ま
す
。
大
型
車
輌

の
通
行
に
関
し
て
町
は
ど
う
し
た

方
法
を
と
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
安

全
基
準
は
十
分
考
慮
し
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

土
砂
運
搬
に
つ
い
て
は
地
域
住
民

に
十
分
説
明
し
実
施
さ
れ
た
い
。

�
　

県
が
事
業
主
体
に
な
っ
て
工
事

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
東
濃
高
校

の
東
側
の
下
ま
で
が
完
成
し
、
そ

れ
か
ら
国
道
に
至
る
部
分
が
既
存

の
道
路
で
、
出
て
い
く
こ
と
は
可

能
で
す
け
れ
ど
も
、
十
分
で
は
な

い
の
で
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
水
野　

建
設
担
当
参
事
】

　

谷
山
た
め
池
の
土
砂
運
搬
の
件

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
般
、
自
治

会
の
ご
協
力
に
よ
り
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
を
参
考
に
し
な
が
ら
県

と
協
議
し
、
再
度
説
明
会
を
行
っ

て
地
域
の
み
な
さ
ま
に
可
能
な
限

り
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
交
通

安
全
面
に
は
最
大
の
注
意
を
し
な

答答

【
丹
羽　

助
役
】

が
ら
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
下
水
道
工
事
も
平
成
十
六
年

度
頃
か
ら
予
定
と
い
う
こ
と
で
、

道
路
の
面
的
整
備
も
計
画
し
ま
す

の
で
そ
の
時
に
は
ご
協
力
願
い
ま

す
。
な
お
、
道
路
改
良
の
続
き
に

つ
い
て
は
来
年
度
、
建
設
課
で
軍

人
墓
地
前
か
ら
奥
谷
牧
場
さ
ん
裏

の
ク
ラ
ン
ク
ま
で
の
改
良
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

�
　
　
　
　

御
嵩
町
は
国
や
県
と
協

調
を
と
り
、
横
の
連
絡
を
密
に
し

て
何
と
か
町
の
金
を
使
わ
な
く
て

も
国
や
県
が
そ
の
負
担
額
を
多
く

出
し
て
く
れ
る
よ
う
知
恵
を
し

ぼ
っ
て
交
渉
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

�
　

今
は
国
、
県
、
町
対
等
の
立
場

で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
話
し
合
え

る
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
指

摘
の
件
に
つ
い
て
は
今
後
努
力
し

ま
す
。

　

国
の
事
業
、
県
の
事
業
に
対
し

て
、
町
が
地
元
と
の
間
に
入
っ
て

い
ろ
い
ろ
な
調
整
を
や
ら
せ
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
は
当
然
や
っ
て

お
り
ま
す
。
谷
山
池
工
事
、
東
濃

高
校
体
育
館
工
事
等
、
改
め
て
県

と
協
議
し
推
進
し
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問問
　

答答

【
丹
羽　

助
役
】

完成した防災道路（板良地区）

「「「「「「「「「「
県県県県県県県県県県
とととととととととと
町町町町町町町町町町
はははははははははは
うううううううううう
まままままままままま
くくくくくくくくくく
協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力
関関関関関関関関関関
係係係係係係係係係係
にににににににににに
ああああああああああ
るるるるるるるるるる
のののののののののの
かかかかかかかかかか
」」」」」」」」」」

「
県
と
町
は
う
ま
く
協
力
関
係
に
あ
る
の
か
」

議　員

鈴　

木　

元　

八
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一
般
質
問

�
　

昨
年
十
二
月
議
会
で
の
私
の
質

問
に
町
長
の
お
答
え
は
次
の
よ
う

で
し
た
。

▽
十
三
年
度
中
に
一
歩
踏
み
出
し

た
い
。

▽
十
四
年
度
予
算
に
計
上
す
べ
く

検
討
中
。

▽
障
害
者
の
実
態
を
よ
く
調
査
し
、

つ
か
み
た
い
。

▽
大
き
な
も
の
よ
り
小
さ
な
も
の

（
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
も
の
）を
い
く

つ
か
作
っ
た
方
が
よ
い
。

▽
場
所
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
思

い
描
い
て
い
る
…
…
。

そ
こ
で
次
の
点
を
伺
い
ま
す
。

①
障
害
者
の
為
の
施
設
を
考
え
る

委
員
会
は
で
き
ま
し
た
か
。

②
委
員
会
か
ら
意
見
・
提
言
は
出

さ
れ
ま
し
た
か
。

問問
障
害
者
の
為
の
施
設
建
設

へ
の
進
み
具
合
は
？

③
ど
ん
な
内
容
で
し
た
か
。

④
障
害
を
も
っ
た
人
の
実
態
は
調

査
・
把
握
さ
れ
ま
し
た
か
。

⑤
先
行
き
不
安
だ
と
い
う
こ
と
で
、

作
業
所
か
ら
他
の
施
設
へ
移
ら
れ

た
方
も
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

⑥
十
四
年
度
予
算
に
、
施
設
建
設

の
準
備
の
為
に
ど
れ
程
の
金
が
計

上
さ
れ
た
の
か
町
民
は
知
り
ま
せ

ん
が
…
…
。

�
　

養
護
老
人
施
設
の
次
は
「
障
害

者
の
施
設
」
と
い
う
私
の
考
え
方

は
従
前
通
り
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
視
察
に
出
向

い
た
の
も
そ
の
為
で
す
。
研
究
す

れ
ば
す
る
ほ
ど
難
し
い
問
題
が
出

て
き
ま
す
が
、
と
に
か
く
障
害
者

福
祉
計
画
を
策
定
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
。
し
か
し
、
策
定
途
中
で

も
、
一
歩
踏
み
だ
し
芽
を
だ
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
来
年
四
月
か

ら
国
の「
支
援
費
制
度
」と
い
う
も

の
も
始
ま
り
ま
す
。
細
か
い
点
で

は
ま
だ
解
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
が
、
非
常
に
い
い
時
期
だ

と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

当
面
さ
し
せ
ま
っ
て
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
、
伏
見
の
作
業

所
と
楪
の
家
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施

設
が
で
き
て
き
た
歴
史
や
親
さ
ん

答答
考
え
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん

【
柳
川　

町
長
】

方
の
意
も
十
分
く
み
取
り
つ
つ
具

体
的
に
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。

�①
②
③　

施
設
を
考
え
る
会
は
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
を
め
ど

に
「
障
害
者
福
祉
施
設
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
種
々
諮
問
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
障
害
者
の
実
態
は
、「
障
害
者

福
祉
計
画
」
を
来
年
ま
で
に
作
り

つ
つ
、
調
査
・
個
別
聞
き
取
り
な

ど
を
し
ま
す
。

⑤
可
茂
学
園
に
移
ら
れ
た
こ
と
も

承
知
し
て
い
ま
す
。

⑥
本
年
度
予
算
で
、
委
員
会
の
報

償
費
と
し
て
二
十
六
万
四
千
円
計

上
し
て
い
ま
す
。

� 答答
【
永
瀬　

民
生
担
当
参
事
】

問問
小
中
学
校
の
給
食
物
資
の

安
全
基
準
は
大
丈
夫
か
…
。

　

①
米
・
小
麦
粉
・
牛
乳
（
基
本

物
資
の
国
庫
補
助
は
、
平
成
元
年

に
小
麦
粉
、
そ
し
て
十
二
年
に
米

と
牛
乳
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
為
に
日
本
体
育
学
校
健
康
セ
ン

タ
ー
か
ら
県
学
校
給
食
会
を
通
ず

る
こ
と
な
く
、
地
元
生
産
者
か
ら

直
接
割
安
で
購
入
し
て
い
る
市
町

村
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
御
嵩
町

は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
残
留
農
薬
の
多
い
農
産
物
、
無

登
録
農
薬
使
用
の
農
産
物
・
果
物

が
出
ま
わ
っ
た
り
と
、
相
次
い
で

安
全
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
十
分
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

�
　

①
米
・
パ
ン
・
め
ん
な
ど
は
県

学
校
給
食
会
が
中
心
と
な
り
、
町

内
を
含
め
二
十
九
業
者
が
登
録
し

て
い
て
、
サ
ン
プ
ル
を
出
す
競
争

入
札
で
あ
り
、
適
正
価
格
と
思
い

ま
す
。

②
残
留
農
薬
で
問
題
に
な
っ
て
い

る
外
国
産
シ
イ
タ
ケ
・
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
な
ど
は
一
切
使
用
し
て
い
ま

せ
ん
。
野
菜
な
ど
は
可
茂
公
設
市

場
を
通
し
て
、
出
来
る
限
り
地
元

の
生
産
の
様
子
が
解
る
、
よ
り
安

全
な
も
の
を
購
入
す
る
よ
う
心
懸

け
て
い
ま
す
。
肉
・
ハ
ム
等
も
食

品
検
査
成
績
表
・
成
分
分
析
表
の

提
出
も
得
て
、
よ
り
安
全
を
確
認

し
て
お
り
ま
す
。

答答
よ
り
安
全
を
確
保
…

【
野
村　

教
育
担
当
参
事
】

議　員

鍵　

谷　
　
　

一

�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������
�������������������������������������

障障害害者者のの施施設設のの進進みみ具具合合はは……？？

小小・・中中学学校校のの給給食食はは安安全全かか……？？

元気に作業……作業所のみなさん

やっぱり給食の時間が……
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一
般
質
問

議　員

佐　

谷　

時　

繁

�
　

平
成
十
三
年
六
月
の
定
例
会
で

一
度
質
問
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

二
度
目
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け

こ
の
問
題
は
当
町
に
と
っ
て
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の

答
弁
は
か
な
り
前
向
き
だ
っ
た
と

記
憶
し
て
い
ま
す
。今
、何
を
行
う

に
も
市
町
村
合
併
を
念
頭
に
置
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
将
来
を

考
え
た
時
、
こ
の
問
題
は
大
変
重
要

で
す
。
前
回
の
答
弁
よ
り
さ
ら
に

前
向
き
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

�
　

名
鉄
を
利
用
し
て
御
嵩
町
に
こ

ら
れ
た
方
が
、
駅
周
辺
で
食
事
の
で

き
る
と
こ
ろ
が
見
あ
た
ら
な
い
の

が
現
状
で
、
残
念
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
町
有
地
と
民
有
地

を
合
わ
せ
て
千
六
百
平
方
米
ほ
ど

あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
整
備
す

る
の
か
非
常
に
難
し
い
わ
け
で
す
。

バ
イ
パ
ス
の
関
係
も
あ
り
ま
す
が
、

い
い
チ
ャ
ン
ス
、
財
源
が
あ
れ
ば
ぜ

問問
御
嵩
町
の
活
性
化
の
た
め

に
も
名
鉄
御
嵩
駅
南
側
の

整
備
を
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
行
政
の
対
応
は
…

答答

【
丹
羽　

助
役
】

ひ
や
り
た
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
、

な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

�
　

現
在
二
百
五
十
五
戸
の
町
営
住

宅
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
古
い
住
宅

は
昭
和
二
十
八
年
に
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
入
居
率
は
宿
、
白
山
、
板

良
、
顔
戸
、
高
倉
の
平
均
で
七
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老
朽
化
が
進
み
、
ま
た
、
ス
ペ
ー
ス

効
率
も
悪
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

公
営
住
宅
の
定
義
を
基
本
的
に
考

え
直
す
必
要
が
あ
り
、
五
カ
所
あ
る

町
営
住
宅
を
可
能
な
か
ぎ
り
統
合

し
、
一
つ
は
福
祉
的
な
要
素
と
し
て
、

一
つ
は
一
般
の
マ
ン
シ
ョ
ン
形
式

に
し
て
若
い
人
た
ち
が
嬉
々
と
し

て
入
居
し
、
定
住
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
町
営
住
宅
に
と
思
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
感
性
、
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

働
か
せ
、
今
何
を
や
る
べ
き
か
優
先

順
位
を
決
め
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

�

問問
町
営
住
宅
を
基
本
的
に
見

直
し
、
総
合
整
備
を

答答
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す

【
丹
羽　

助
役
】

　

ピ
ー
ク
時
は
五
百
六
戸
、
現
在
二

百
五
十
五
戸
、
入
居
者
は
二
百
二
戸

で
す
。
人
口
増
加
策
と
し
て
、
ま
た
、

高
齢
者
の
た
め
の
福
祉
住
宅
と
い

う
位
置
づ
け
も
で
て
く
る
と
思
い

ま
す
。「
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合

活
用
計
画
」
を
立
ち
上
げ
現
状
を
把

握
し
、
今
後
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
補
助
基

準
実
勢
価
格
、
町
費
負
担
は
借
金
を

ど
れ
だ
け
か
、
家
賃
の
設
定
は
、
な

ど
色
々
な
問
題
は
あ
り
ま
す
が
各

方
面
か
ら
調
査
し
、
建
て
替
え
に
踏

み
切
る
か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後
検

討
い
た
し
ま
す
。

�
　

今
年
三
月
定
例
会
に
お
い
て
審

議
委
員
会
の
方
々
、
専
門
の
大
学
教

授
、
弁
護
士
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
熱
心
に
議
論
を
重
ね
て
で
き
あ

が
っ
た
御
嵩
町
環
境
基
本
条
例
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
環
境
問
題
の
憲
法
で
す
。

実
効
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は

関
連
す
る
条
例
、
規
則
、
要
綱
が
必

要
で
す
。
環
境
行
政
は
大
変
エ
リ

ア
が
広
く
業
務
も
多
い
の
が
現
状

で
す
。
雑
務
に
時
間
を
と
ら
れ
本

来
の
業
務
に
支
障
を
き
た
す
懸
念

は
な
い
の
か
、
人
員
増
は
必
要
な
い

か
。
一
般
企
業
の
論
理
で
言
い
ま

す
と
、
重
要
な
セ
ク
シ
ョ
ン
に
は
人

も
金
も
投
資
し
ま
す
。
行
政
と
し

て
臨
機
応
変
に
機
動
的
に
や
る
べ

問問
環
境
基
本
条
例
の
制
定
に

伴
う
規
則
、
要
綱
の
進
み

具
合
は

き
と
考
え
ま
す
。

　

県
下
九
十
九
市
町
村
の
中
で
、
交

通
安
全
も
環
境
課
の
担
当
に
な
っ

て
い
る
の
は
御
嵩
町
だ
け
で
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
二
十
一
世
紀
は
環
境

の
世
紀
、
と
い
う
認
識
を
も
っ
て
今

後
の
政
策
遂
行
を
行
っ
て
も
ら
い

た
い
。

�
　

六
月
よ
り
（
仮
称
）「
御
嵩
町
ゴ

ミ
の
な
い
清
潔
で
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
」、
八
月
に
御
嵩
町
環
境

基
本
条
例
検
討
委
員
会
等
に
諮
り
、

今
年
十
二
月
ま
で
に
制
定
し
て
い

き
た
い
。

　

町
職
員
に
よ
る
御
嵩
町
環
境
配

慮
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
、
主
に
公
共
事
業
に
お
け
る
環

境
配
慮
指
針
を
策
定
中
で
す
。
環

境
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
の
設
置
は
十
四

年
度
中
に
立
ち
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
他
の
条
例
規
則
に
つ

い
て
も
予
定
通
り
施
行
に
な
る
よ

う
最
大
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。
人
員
増
に
つ
い
て
は
町
行
政

全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
で
す
の

で
、
現
状
の
人
員
で
努
力
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

環
境
課
で
交
通
安
全
等
も
兼
務

に
な
っ
て
い
る
件
に
つ
い
て
は
、
こ

の
場
で
即
答
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
意

見
と
し
て
お
聞
き
し
て
お
き
ま
す
。

答答

【
丹
羽　

助
役
】
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町営住宅（板良地区）
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一
般
質
問

�
　

九
・
一
一
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発

テ
ロ
事
件
か
ら
一
年
、
各
種
報
道

に
接
す
る
に
あ
た
り
、
六
年
前
の

町
長
襲
撃
を
改
め
て
思
い
起
こ
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
二
点
の
質
問

は
、
平
成
七
年
、
私
が
議
員
に

な
っ
た
時
点
か
ら
、
平
成
十
四
年

九
月
定
例
会
で
の
質
問
と
し
て
予

定
し
て
い
た
も
の
で
す
。
御
嵩
町

の
将
来
、
そ
し
て
現
在
の
町
政
改

革
の
進
捗
状
況
の
確
認
を
目
的
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、
七
年

前
に
は
影
も
形
も
な
か
っ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
も
と
も
と
合
併
賛
成
論
者
で

す
の
で
、
こ
の
場
で
提
案
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
七

年
間
で
様
変
わ
り
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
状
況
の
変
化
は
、
成
熟
期
間

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
省
略
し
つ
つ

あ
り
、
そ
の
速
度
に
戸
惑
い
を
覚

え
ま
す
。

　

五
十
年
前
、
昭
和
の
大
合
併
の

際
に
長
野
県
宮
田
村
で
は
、
村
の

行
政
、
そ
し
て
議
会
に
対
し
村
民

の
反
旗
が
翻
り
ま
し
た
。
原
因
は
、

情
報
の
非
公
開
と
、
説
明
責
任
を

果
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
り
、

昭
和
二
十
九
年
に
分
立
条
件
付
き

の
合
併
を
成
立
さ
せ
、
昭
和
三
十

一
年
に
村
民
が
分
立
を
勝
ち
取
り

問問
合
併
協
議
へ
の
町
長
の
対

応
は

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

は
五
十
年
前
も
現
在
も
、
行
政
・

議
会
に
は
情
報
公
開
と
説
明
責
任

は
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
最
近
、
合
併
に
関
し

て
町
長
の
行
動
力
に
対
す
る
批
判

も
あ
り
ま
す
が
、
私
自
身
は
概
ね

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

私
の
合
併
論
は
、
自
治
体
と
広

域
行
政
と
の
二
点
セ
ッ
ト
で
す
。

政
策
上
意
志
を
必
要
と
し
な
い
事

業
は
広
域
で
、
町
づ
く
り
等
意
志

を
必
要
と
す
る
事
業
は
自
治
体
で
、

と
い
う
考
え
方
で
す
。
都
市
部
と

山
間
部
と
の
合
併
に
も
疑
問
を

も
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方
自
治
と

は
、
共
通
認
識
が
必
要
で
あ
り
、

歴
史
的
経
緯
、
経
済
的
・
文
化
的
、

立
地
的
互
換
性
が
な
く
て
は
、
成

立
し
な
い
と
考
え
ま
す
。
大
き
な

枠
組
み
を
論
ず
る
の
が
高
度
な
理

論
と
評
価
す
る
の
は
錯
覚
で
あ
り
、

山
間
部
が
財
政
的
理
由
だ
け
で
、

共
通
認
識
の
な
い
都
市
部
と
合
併

し
て
も
住
民
が
行
政
的
に
幸
せ
に

な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
現
在
の

と
こ
ろ
御
嵩
町
の
選
択
肢
は
可
児

一
市
二
町
に
絞
ら
れ
た
と
考
え
ま

す
。

①
町
主
催
の
「
市
町
村
合
併
を
考

え
る
会
」
の
第
三
ラ
ウ
ン
ド
が
終

了
し
ま
し
た
。
町
民
の
視
野
に
変

化
が
あ
り
ま
し
た
か
。

②
過
去
か
ら
現
在
ま
で
で
、
公

式
・
非
公
式
を
問
わ
ず
、可
児
一
市

二
町
の
首
長
で
、
合
併
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

③
御
嵩
町
長
と
し
て
協
議
の
場
を

も
つ
事
は
早
い
ほ
う
が
良
い
と
考

え
ま
す
。
時
期
を
具
体
的
に
お
示

し
く
だ
さ
い
。

④
協
議
の
ポ
イ
ン
ト
は
何
と
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

�
　

現
在
の
合
併
議
論
は
、
国
の
財

政
問
題
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
財

政
問
題
だ
け
で
合
併
を
論
ず
る
な

ら
、
御
嵩
町
は
合
併
し
な
く
と
も

何
と
か
や
っ
て
い
け
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

①
第
三
ラ
ウ
ン
ド
は
ま
だ
終
了
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
結
果
が
出
て
か

ら
ブ
ー
イ
ン
グ
が
出
な
い
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
可
茂
で
の
協
議
は
し
ま
し
た
が
、

可
児
郡
市
で
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

③
可
児
市
長
選
挙
が
ど
の
様
な
形

に
な
る
の
か
解
り
ま
せ
ん
が
、
選

挙
終
了
後
に
協
議
に
入
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

④
無
条
件
合
併
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

住
民
投
票
の
結
果
を
う
や
む
や
に
、

と
い
う
声
も
あ
り
協
議
の
場
で

は
っ
き
り
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
協
議
は
オ
ー
プ
ン
に
行
い
、

町
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら

答答
協
議
は
可
児
市
長
選
挙
の

後
に

【
柳
川　

町
長
】

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�
　

九
十
九
分
の
一
。
こ
れ
は
退
任

さ
れ
た
大
野
副
知
事
が
、
在
任
期

間
中
訪
問
さ
れ
た
市
町
村
が
九
十

八
、
唯
一
、
足
を
運
ば
れ
な
か
っ

た
の
が
御
嵩
町
で
あ
る
と
の
情
報

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
前
よ
り
、

御
嵩
町
は
県
に
足
を
運
ば
な
い
と

の
指
摘
は
あ
り
ま
し
た
。
結
果
、

御
嵩
町
の
担
当
者
が
町
を
ど
う
し

た
い
の
か
が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
と

い
う
評
価
で
す
。
私
は
町
長
が

ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
あ
る
と
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
行

政
組
織
と
し
て
町
長
の
不
得
手
と

す
る
事
業
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
の
が

基
本
で
あ
り
、
助
役
の
役
割
と
考

え
ま
す
。
町
行
政
の
改
革
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

�
　

町
長
の
意
思
伝
達
や
職
員
へ
の

意
思
の
浸
透
は
、
力
不
足
で
は
あ

り
ま
す
が
、
意
を
尽
く
し
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
県
等
の
情
報
に
つ

い
て
は
、
そ
の
都
度
ご
教
示
い
た

だ
け
れ
ば
対
応
い
た
し
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問問
執
行
部
局
の
意
思
統
一

は
？

答答
難
し
い
問
題
で
す
が
意
を

尽
く
し
ま
す【丹

羽　

助
役
】

議　員

渡　

辺　

公　

夫
☆市町村合併について
☆執行部局の意思統一は？
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建
設
産
業
常
任
委
員
会
は
平
成

十
四
年
九
月
二
十
九
〜
三
十
日
の

二
日
間
に
か
け
て
「
第
八
回
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
」
及
び
「
野
菜

の
集
荷
・
流
通
に
つ
い
て
」
を
目

的
に
調
査
研
究
を
お
こ
な
い
ま
し

た
。

▽
第
八
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

岐
阜
県
大
会
が
、
高
山
市
、
大
野

郡
清
見
村
で
九
月
二
十
六
か
ら
三

十
日
ま
で
の
五
日
間
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
大
会
は
五
年
に
一
度
の

「
和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」と
い
わ

れ
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
後
初
の
大
会
で

あ
り
和
牛
と
と
も
に
食
の
安
全
も

全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
と
、

全
国
の
和
牛
の
生
産
者
が
、
体
格

や
肉
質
を
競
い
、
今
後
の
和
牛
の

改
良
と
消
費
者
の
食
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
、
全
国
の
三
十
八
都
道
府
県

か
ら
史
上
最
多
の
四
百
六
十
九
頭

が
参
加
、
岐
阜
県
か
ら
二
十
八
頭

が
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
ま
し
た
。
当

町
か
ら
も
三
頭
が
県
予
選
に
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

県
代
表
と
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
大
会
を
通
し
て
今
ま
で
以

上
に
感
じ
た
こ
と
は
、
野
菜
・
果

物
に
も
あ
る
よ
う
に
、
和
牛
に
お

い
て
も
よ
り
質
の
良
い
肉
牛
の
育

成
と
他
産
地
に
負
け
な
い
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。　

▽
「
野
菜
の
集
荷
に
つ
い
て
」
Ｊ

Ａ
ひ
だ
丹
生
川
支
店
の
ト
マ
ト
集

荷
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
一
日
二
万
ケ
ー

ス
（
一
ケ
ー
ス
当
た
り
十
キ
ロ
）

の
処
理
能
力
が
あ
り
、
ケ
ー
ス
に

箱
詰
め
ら
れ
た
ト
マ
ト
は
そ
の
ま

ま
保
冷
倉
庫
に
搬
入
さ
れ
、
鮮
度

を
保
っ
た
ま
ま
出
荷
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

や
は
り
こ
こ
で
も
ト
マ
ト
栽
培

を
集
団
化
し
、
長
い
期
間
を
費
や

し
て
質
の
良
い
ト
マ
ト
栽
培
の
技

術
を
修
得
さ
れ
、
現
在
で
は
「
丹

生
川
ト
マ
ト
」
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
化
に
も
成
功
さ
れ
た
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
生
産
調
整
に
お
け

る
転
作
事
業
の
一
環
と
し
て
、
夏

秋
ナ
ス
・
大
豆
等
の
栽
培
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
今
後
は
益
々
の
集

団
化
と
栽
培
技
術
の
向
上
の
た
め

の
施
策
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
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表
紙
の
説
明

　

定
例
会
（
第
二
日
目
）

の
九
月
十
二
日
に
、
向
陽

中
学
校
三
年
生
の
百
五
十

名
が
議
会
を
傍
聴
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
社
会
科
の

一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
、

ク
ラ
ス
ご
と
順
番
に
傍
聴

席
に
入
り
、
質
疑
の
様
子

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
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農農農農農農農農農農作作作作作作作作作作物物物物物物物物物物のののののののののの集集集集集集集集集集荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷・・・・・・・・・・流流流流流流流流流流通通通通通通通通通通のののののののののの　農作物の集荷・流通の

調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究　　　　　調査研究ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいててててててててててについて
建設産業常任委員会建設産業常任委員会

トマト集荷施設（丹生川村）

和牛能力共進会（清見村）


